
 

＜概要＞
  わが国における核燃料物質の輸送は、ウラン原料、原子炉燃料、使用済燃料等、多岐にわたっ

ている。その際の安全確保について国による規制措置が講じられている。また、核燃料物質の輸
送時に核燃料物質の盗取等を防ぐために核物質防護措置についても規定している。
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＜本文＞
  核燃料サイクルの概念を、図１に示す。このサイクルの中で輸送の対象となる核燃料物質等

（核燃料物質または核燃料物質によって汚染された物）の形態・性状は多岐にわたる。イエロー
ケーキ、六フッ化ウラン、二酸化ウラン、混合酸化物燃料などの化学形体の異なるもの、また
は、これらを加工し、燃料集合体として原子炉燃料としたもの、または、放射能の高い使用済燃
料などがある。

  これらの輸送は、わが国はもとより世界の多くの国で行われており、これらの輸送の安全を期
するため国際的な規制が国際原子力機関（ＩＡＥＡ：International Atomic Energy Agency）で
「放射性物質安全輸送規則」（IAEA輸送規則）として定められており、わが国でも、この規則
（1996年版）を取り入れて、輸送に関する規則等を定めている。具体的には、2001年1月の中央
省庁再編後の6月に省令、告示等の大幅な改正が行われ、核燃料物質等の安全輸送を規制してい
る。

  また、1999年9月に発生したＪＣＯ臨界事故から、核物質輸送時の緊急時対応としての原子力
災害対策特別措置法が制定された。

  一般に、核燃料物質等を輸送する場合、これらを輸送容器に収納した状態で輸送するが、我が
国の原子炉等法の定義によると、このように輸送容器に収納されているものを核燃料輸送物と呼
ぶ。すなわち、輸送容器と核燃料物質等が一体となって核燃料物質等の輸送物となる。輸送容器
の中に入れる物を収納物と呼んでいる。

  輸送物の区分は、IAEA（1996年版）でも述べているように収納物の放射能限度及び物質の制限
に従い、かつそれぞれに対応した要件に適合するものとして、主にＡ型、Ｂ型、Ｃ型に分けられ
る。また、原子炉等規制法では、Ａ型の中で、輸送物の表面の放射線量が低く、同時に収納物の
放射能量が少ない輸送物を特にＬ型と呼んでおり、これは我が国独自の輸送区分名称である。な
お、Ｃ型については我が国は現在検討中となっている。

  さらに、核燃料輸送物については、ある条件を満たすと臨界になる性質を持っているものもあ
るので、「核分裂性輸送物」として別に区別されている。核分裂性輸送物は、平常の輸送および
事故時に遭遇しそうな条件の下で未臨界が維持されるよう梱包され輸送されなければならない。

  核燃料物質の輸送には、陸上運搬、海上運送、航空輸送の３つの輸送モードがあり、各モード
に対し法的な規制がある。これらの法令は図２に示す体系になっている。すなわち、陸上輸送に
ついては、原子炉等規制法（「核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律」の略
称）に基づいて、文部科学省が簡易運搬（人や台車等による運搬）および輸送物に関する安全の
確保を分担し、国土交通省が車両への輸送物の積載方法、積載限度、車両標識、等輸送方法に関
する安全の確保、都道府県公安委員会が輸送経路、日時の指示等輸送途上の安全確保をそれぞれ
分担し、必要な規制が実施されている。

  また、海上輸送については、船舶安全法に基づき国土交通省が輸送物および船舶への積載、標
識等の輸送方法に関する安全の確保、海上保安庁が運搬中の安全の確保を分担し、必要な規制が
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実施される。さらに、航空輸送についても、航空法に基づき国土交通省が一元的に安全の確保の
ための規制を行っている。
 ところで、輸送物（核燃料輸送物の略称）は、輸送中に温度変化や振動など外的な要因により
破損しないことが要求される。このため国内法の規則（核燃料物質等の工場又は事業所の外にお
ける運搬に関する規則）および告示（核燃料物質等の工場又は事業所の外における運搬に関する
技術上の基準に係る細目等を定める告示）で、輸送物に対する技術基準として、以下に示すよう
な試験条件を満足することとしている（表１）。
 輸送物は、内部に収納する放射能量によりＬ型、Ａ型、Ｂ型に区分される。その規定量は、Ａ
１値およびＡ２値として規則等により定められている。この値以下の量の放射性物質を輸送する
場合はＡ型輸送物、これを超える量の場合はＢ型輸送物として取り扱われる。この大略の区分け
は以下のとおりである。
 （a）Ｌ型輸送物
   固体及び気体は規定量の千分の１以下、液体は規定量の1万分の１以下の放射能量で輸送物
の表面で5μSv/h以下のもの。
 （b）Ａ型輸送物
   規定量以下放射能量で、輸送物の表面および表面から１ｍの点での線量当量率が各々
2mSv/h、100μSv/h以下のもの。
 （c）Ｂ型輸送物
   Ａ型輸送物の放射能規定量を超え、輸送物の表面および表面から１ｍの点での線量当量率
が、各々2mSv/h、100μSv/h以下であるもの。
 なお、輸送物表面で線量当量率が２ｍSv/hを超え、かつ表面から１ｍの点で100μSv/hを超える
輸送物に対しては、表面から１ｍの地点で10ｍSv/h以下であれば、特別な安全措置を施して国の
承認を得た上で輸送できることになっている。
 輸送物が満足すべき技術基準を表２、表３に示す。Ｌ型は一般要件（表中の１〜15の項目）を
満足すること。Ａ型は一般要件および一般の試験条件を満足すること、Ｂ型は、一般要件、一般
の試験条件および特別の試験条件を満足することが要求されている。なお、表中、Ｂ型はＢＭ型
とＢＵ型に分けられ、ＢＭ型は国際輸送に関係するすべての国の承認が必要となる輸送物で、Ｂ
Ｕ型は設計国の１か国が承認すればよい輸送物である。
 輸送を実際に行う場合、規則に従って国の確認を受けるなどの措置が必要である。この手続き
の流れとして陸上輸送を例に示す（図３）。すなわち、輸送物の設計段階、輸送容器の製作段
階、実輸送における発送前段階で、国の承認等を得る必要がある。ただし、Ｌ型、Ａ型の非核分
裂性核物質は、国の定める要件を満足する方法で輸送でき、国の承認を受ける必要はない。
 このほか核燃料物質の輸送に際しては、核物質防護のための必要な措置を講ずることが定めら
れている。核原料物質と核燃料物質の区分を図４に、また、特定核燃料物質（核物質）に対応し
た防護措置の区分を表４に示す。特定核燃料物質の輸送にあたっては、収納する容器に施錠・封
印を行うこと、輸送開始前に発送人、受取人および運搬の責任を有する者との間で、運搬に関す
る取決めを行うこと等が規定されている。

＜関連タイトル＞
発電所用ウラン燃料の輸送 (11-02-06-02)
六フッ化ウランおよび二酸化ウランの輸送 (11-02-06-03)
使用済燃料の輸送 (11-02-06-04)
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